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概  要 

 
 
 

 
2010年に「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」が施行され，SDGsの一環として建築分野では木

材の利用促進が図られている。木材を利用するうえで木質部材であるCLT（Cross Laminated Timber）は強度が高く，大

規模木造建築の材料に使用できるなど様々なメリットがあるため，注目が集まっている。一方で，遮音性能の観点では

CLTはRCに比べて曲げ剛性が低く，面密度も小さいため床衝撃音遮断性能が低下することが建築へ供するうえでの課

題となっている。筆者らは床衝撃音遮断性能の把握のため天井開口部に CLT スラブを設置できる RC 造の実験室を用

いて CLT の床構造の違いによる重量床衝撃音への影響を検討してきた。しかしながら，CLT 建築物は床スラブ以外も

木材で構成されていることから壁面等からの音響放射を考慮する必要があり，RC造の実験室を用いた実験ではCLT造

の床衝撃音遮断性能を正確に把握することは困難であった。そこで，CLT造の箱型モデルを構築して床構造の違いによ

る床衝撃音遮断性能への影響，および床スラブと壁面の振動特性を確認した。また，受音室を構成する天井や壁面から

の放射音についても検討した。 
 

成  果 
 
 
 

 構築したCLT造の箱型モデル（図－１）で，床構造を図－２のように交換して重量床衝撃音レベルを測定し，CLT
の床スラブ及び壁面の振動特性に関する検討を行った。 

 床スラブ上における駆動点インピーダンスの端部上昇はみられず，部材の継ぎ目部分では低下した。 
 床構造の違いによる床衝撃音レベルの差を整理した結果（図－３），重量床衝撃音レベルは床構造によって変化し，

天井空気層や乾式二重床を設置することで床衝撃音遮断性能が向上することがわかった。 
 床スラブ加振時の受音室における壁面の振動加速度レベルを測定し，床スラブ加振時の振動が壁面を伝搬して室

内へ音響放射される固体音を求めた。その結果，固体音が床衝撃音レベルに寄与する可能性が示唆された。 
 本研究から，床衝撃音レベルを低減させるために壁面からの音響放射を考慮する必要があることがわかった。 
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図－１ 箱型モデル外観 図－２ 箱型モデルの床構造 

図－３ 重量床衝撃音の測定結果 
（加振源：バングマシン） 
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